補足説明資料　(モデルS31～S34)

ステップ3と4で、それぞれ下記項目の補足説明資料を作成。形式はdoc, docx又はtxtとする。

	氏名（所属）
	氏名　森川　淳、池田　孝、加藤研一（小堀鐸研）、引田智樹（鹿島）

連絡先：森川（atsushi-morikawa@kajima.com・03-6229-6907）

	(1)計算モデル
	・S41～S43

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・統計的グリーン関数法

・自社開発プログラム

	(3)参考文献
	・要素波はBoore(1983)、波形合成はIrikura(1986)に基づきプログラムを作成

	(4)有効振動数
	・有効振動数：0～50 Hz

	(5)乱数発生法
	・一様乱数を用いて位相を生成し、多数の要素波を発生

・位相乱数による要素波のフーリエスペクトルとターゲットスペクトルとの対数誤差の二乗が最小、かつ、要素波のフーリエスペクトルの対数二乗累積値がターゲットスペクトルの対数二乗累積値を下回らないような要素波を選定

・S41～S43はすべて共通の位相乱数(No.1,No.2,No.3の３種)を使用

	(6)地盤応答
	・斜め入射は、RT法による平行成層地盤の伝達マトリックスを使用

	(7)重ね合わせ（ステップ４の場合）
	・重ね合わせの手法はIrikura(1986)を使用

・式(12)のn’の具体的な値：S41 & S42； n’ =84、S43； n’ =89



	(8)減衰の導入法
	・指定した減衰を設定

	(9)破壊開始時間のランダム性
	・S42は入倉(1994)に基づいて小断層の破壊開始時間にランダムな変化を導入
・その際、ランダムな変化を導入した破壊開始時間を各点で共通に使用

	(10)提出波形に施した波形処理
	・フィルターなどの波形処理は実施していない。

	(11)その他
	・ラディエーションは自乗和平方根で平滑化


・提出する補足説明資料のファイル名のつけ方：ステップ名(S3またはS4)-計算者名.doc

例：ステップ3の川辺氏による資料は、S3-KAWABE.doc

